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(57)【要約】
【課題】フィルムの引き離しを容易に行うことができる
フィルム吸着装置の提供。
【解決手段】フィルムＡの上面を吸着するフィルム吸着
装置１であって、長さ方向に複数の圧力室１２を有する
と共に、複数の圧力室１２とそれぞれ独立して連通し且
つ上記長さ方向の両端部の間において膨出した吸着面１
０ａを有する真空チャック１０と、吸着面１０ａをフィ
ルムＡの上面に対して上記長さ方向の両端部のうち一方
の端部から他方の端部まで順次接触させるハンド装置と
、を有するフィルム吸着装置１を採用する。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　フィルムの一方のフィルム面を吸着するフィルム吸着装置であって、
　長さ方向に複数の圧力室を有すると共に、前記複数の圧力室とそれぞれ独立して連通し
且つ前記長さ方向の両端部の間において膨出した吸着面を有する真空チャックと、
　前記吸着面を前記フィルム面に対して前記長さ方向の両端部のうち一方の端部から他方
の端部まで順次接触させる移動装置と、を有することを特徴とするフィルム吸着装置。
【請求項２】
　前記吸着面の前記両端部のうち少なくとも前記一方の端部に対応する位置に設けられた
前記圧力室の負圧は、前記両端部に対応する位置と異なる他の位置に設けられた前記圧力
室の負圧よりも大きいことを特徴とする請求項１に記載のフィルム吸着装置。
【請求項３】
　前記吸着面の前記両端部のうち少なくとも前記一方の端部に対応する位置に設けられた
前記圧力室の前記長さ方向における幅は、前記両端部に対応する位置と異なる他の位置に
設けられた前記圧力室の前記長さ方向における幅よりも小さいことを特徴とする請求項１
または２に記載のフィルム吸着装置。
【請求項４】
　前記吸着面の前記両端部のうち少なくとも前記一方の端部に対応する位置に設けられた
前記圧力室の容積は、前記両端部に対応する位置と異なる他の位置に設けられた前記圧力
室の容積よりも小さいことを特徴とする請求項１～３のいずれか一項に記載のフィルム吸
着装置。
【請求項５】
　前記吸着面は、多孔質体から形成されていることを特徴とする請求項１～４のいずれか
一項に記載のフィルム吸着装置。
【請求項６】
　前記吸着面の前記両端部のうち少なくとも前記一方の端部に対応する位置に設けられた
前記多孔質体の孔部の径は、前記両端部に対応する位置と異なる他の位置に設けられた前
記多孔質体の孔部の径よりも大きいことを特徴とする請求項５に記載のフィルム吸着装置
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、フィルム吸着装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１には、吸着面を有した多孔質体と、該多孔質体の周囲を閉塞しその吸着面と
面一のワーク接触面を有する閉塞部とを備え、真空源からの吸引力を多孔質体内部の微細
孔を介して吸着面に作用させることで、該吸着面にワークを吸着する真空チャックが開示
されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特許第４１４１８７７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、上記従来技術のような真空チャックを用いて、台上に支持されたフィル
ムあるいは積層されたフィルムを吸着しようとした場合、フィルムの台からの引き離しあ
るいはその下のフィルムからの引き離しが容易でないという問題がある。これは、フィル
ムと台あるいはフィルムとその下のフィルムが互いに面接触しており、両者の間には互い



(3) JP 2012-171032 A 2012.9.10

10

20

30

40

50

に引き寄せあう力、例えば、大気圧力、静電気力、二面間でそれぞれの原子・分子が引き
合う引力等の様々な力が作用するため、フィルムの引き離しには大きな力が必要となるた
めである。
【０００５】
　本発明は、上記問題点に鑑みてなされたものであり、フィルムの引き離しを容易に行う
ことができるフィルム吸着装置の提供を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記の課題を解決するために、本発明は、フィルムの一方のフィルム面を吸着するフィ
ルム吸着装置であって、長さ方向に複数の圧力室を有すると共に、上記複数の圧力室とそ
れぞれ独立して連通し且つ上記長さ方向の両端部の間において膨出した吸着面を有する真
空チャックと、上記吸着面を上記フィルム面に対して上記長さ方向の両端部のうち一方の
端部から他方の端部まで順次接触させる移動装置と、を有するという構成を採用する。
　この構成を採用することによって、本発明では、膨出した吸着面を有する真空チャック
を移動させて、フィルムを順次吸着しながら、フィルムを順次引き離すことができる。こ
れにより、フィルム全体を一度に引き離すことなく、その一部を端から順次引き離すこと
ができるので、大きな力を作用させずにフィルムの引き離しを行うことができる。
【０００７】
　また、本発明においては、上記吸着面の上記両端部のうち少なくとも上記一方の端部に
対応する位置に設けられた上記圧力室の負圧は、上記両端部に対応する位置と異なる他の
位置に設けられた上記圧力室の負圧よりも大きいという構成を採用する。
　この構成を採用することによって、本発明では、吸着面の少なくとも一方の端部に対応
する位置に設けられた圧力室の負圧が他の位置の圧力室の負圧よりも大きいので、最初に
フィルム面と接触する当該一方の端部における吸着の安定性を高め、フィルムの端を脱落
させることなく順次フィルムの引き離しを行うことができる。
【０００８】
　また、本発明においては、上記吸着面の上記両端部のうち少なくとも上記一方の端部に
対応する位置に設けられた上記圧力室の上記長さ方向における幅は、上記両端部に対応す
る位置と異なる他の位置に設けられた上記圧力室の上記長さ方向における幅よりも小さい
という構成を採用する。
　この構成を採用することによって、本発明では、吸着面の少なくとも一方の端部に対応
する位置に設けられた圧力室の幅が他の位置の圧力室の幅よりも小さいので、膨出した形
状の吸着面であっても、最初にフィルム面と接触する当該一方の端部における負圧の立ち
上りを確実に行うことができ、フィルムの端を脱落させることなく順次フィルムの引き離
しを行うことができる。
【０００９】
　また、本発明においては、上記吸着面の上記両端部のうち少なくとも上記一方の端部に
対応する位置に設けられた上記圧力室の容積は、上記両端部に対応する位置と異なる他の
位置に設けられた上記圧力室の容積よりも小さいという構成を採用する。
　この構成を採用することによって、本発明では、吸着面の少なくとも一方の端部に対応
する位置に設けられた圧力室の容積が他の位置の圧力室の容積よりも小さいので、最初に
フィルム面と接触する当該一方の端部における負圧の立ち上りの速応性を高めることがで
き、フィルムの端を脱落させることなく順次フィルムの引き離しを行うことができる。
【００１０】
　また、本発明においては、上記吸着面は、多孔質体から形成されているという構成を採
用する。
　この構成を採用することによって、本発明では、無数の微細な孔部によって吸着面が形
成されるので、吸着したフィルムの引き込み変形等による窪みやシワよれを抑制できる。
【００１１】
　また、本発明においては、上記吸着面の上記両端部のうち少なくとも上記一方の端部に
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対応する位置に設けられた上記多孔質体の孔部の径は、上記両端部に対応する位置と異な
る他の位置に設けられた上記多孔質体の孔部の径よりも大きいという構成を採用する。
　この構成を採用することによって、本発明では、吸着面の少なくとも一方の端部に対応
する位置に設けられた多孔質体の孔部の径が他の位置の多孔質体の孔部の径よりも大きい
ので、最初にフィルム面と接触する当該一方の端部における負圧の立ち上りの速応性を高
めることができ、フィルムの端を脱落させることなく順次フィルムの引き離しを行うこと
ができる。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、フィルムの一方のフィルム面を吸着するフィルム吸着装置であって、
長さ方向に複数の圧力室を有すると共に、上記複数の圧力室とそれぞれ独立して連通し且
つ上記長さ方向の両端部の間において膨出した吸着面を有する真空チャックと、上記吸着
面を上記フィルム面に対して上記長さ方向の両端部のうち一方の端部から他方の端部まで
順次接触させる移動装置と、を有するという構成を採用することによって、膨出した吸着
面を有する真空チャックを移動させて、フィルムを順次吸着しながら、フィルムを順次引
き離すことができる。これにより、フィルム全体を一度に引き離すことなく、その一部を
端から順次引き離すことができるので、大きな力を作用させずにフィルムの引き離しを行
うことができる。
　したがって、本発明では、フィルムの引き離しを容易に行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明の実施形態におけるフィルム吸着装置を示す構成図である。
【図２】本発明の実施形態における真空チャックの底面側を示す斜視図である。
【図３】本発明の実施形態における真空チャックの平面側を示す斜視図である。
【図４】本発明の実施形態におけるフィルム吸着装置の吸着動作を説明するための図であ
る。
【図５】本発明の一別実施形態におけるフィルム吸着装置を示す構成図である。
【図６】本発明の一別実施形態におけるフィルム吸着装置を示す構成図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下、本発明の実施形態について図面を参照して説明する。なお、以下の説明において
は、ＸＹＺ直交座標系を設定し、このＸＹＺ直交座標系を参照しつつ各部材の位置関係に
ついて説明することがある。所定方向をＸ軸方向、Ｘ軸方向と直交する方向をＹ軸方向、
Ｘ軸方向及びＹ軸方向のそれぞれと直交する方向をＺ軸方向とする。
【００１５】
　図１は、本発明の実施形態におけるフィルム吸着装置１を示す構成図である。図２は、
本発明の実施形態における真空チャック１０の底面側を示す斜視図である。図３は、本発
明の実施形態における真空チャック１０の平面側を示す斜視図である。
【００１６】
　図１に示すように、フィルム吸着装置１は、フィルムを吸着する吸着面１０ａを有する
真空チャック１０と、真空チャック１０を移動させるハンド装置（移動装置）２０と、を
有する。フィルム吸着装置１の吸着対象としては、正極、負極、セパレータ、用紙等を用
いることができる。
【００１７】
　真空チャック１０は、略長方体形状のチャックベース１１を有する（図２及び図３参照
）。チャックベース１１は、金属体から形成され、静電気対策として電気的接地をとる構
成となっている（図１参照）。チャックベース１１の底部は、吸着面１０ａを構成する。
チャックベース１１の頂部は、ハンド装置２０と接続されている。
【００１８】
　ハンド装置２０は、少なくとも、チャックベース１１をその幅方向（Ｙ軸方向）に延び
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る軸周りに回転させ、且つ、チャックベース１１を水平方向（Ｘ軸方向）及び鉛直方向（
Ｚ軸方向）に移動させることが可能な構成を有する。本実施形態ではハンド装置２０とし
て、６軸関節駆動機構を有するロボットアームを用いており、チャックベース１１を任意
の方向に移動、回転させることが可能な構成となっている。
【００１９】
　チャックベース１１には、長さ方向（Ｘ軸方向）に複数の圧力室１２が形成されている
。圧力室１２は、それぞれ独立して吸着面１０ａと連通している。また、圧力室１２は、
それぞれ独立した吸引流路１３を有し、ポンプやエジェクタ等の吸引装置１４と接続され
ている。したがって、吸着面１０ａは、長さ方向において吸引経路の異なる分割した吸引
領域を複数有し、それぞれの吸引領域における負圧の大きさを独立して調節できる構成と
なっている。また、吸着面１０ａは、吸引領域の一部での吸着できない（気密室が形成で
きない）場合であっても、吸引経路の異なる他の吸引領域での吸着が行える構成となって
いる。
【００２０】
　吸着面１０ａは、長さ方向（Ｘ軸方向）における両端部の間において膨出した形状を有
する。詳しくは、吸着面１０ａの領域を、長さ方向において、一端部１０ａ１、中央部１
０ａ２、他端部１０ａ３と分けると、中央部１０ａ２の中央を頂部として、一端部１０ａ
１及び他端部１０ａ３の端から漸次連続的に凸となるように膨出するよう構成されている
。本実施形態の吸着面１０ａは、断面視で所定の曲率を有する円弧形状を有している。
【００２１】
　吸着面１０ａの少なくとも一部は、多孔質体１５から形成されている。多孔質体１５は
、内部に無数の微細な孔部を備え、底面が吸着面１０ａの膨出した形状に沿った形状を有
する。多孔質体１５の種類は、多孔質セラミックス、多孔質プラスチック、多孔質金属等
の材料から適宜選択されて構成されている。多孔質体１５は、圧力室１２内にそれぞれ嵌
入して設けられている。
【００２２】
　圧力室１２は、吸着面１０ａの一端部１０ａ１に対応する位置に２つ、吸着面１０ａの
中央部１０ａ２に対応する位置に２つ、吸着面１０ａの他端部１０ａ３に対応する位置に
２つ、計６つ設けられている。各圧力室１２は、Ｙ軸方向において同一の長さを有する（
図２及び図３参照）。一方で、一端部１０ａ１及び他端部１０ａ３に対応する位置に設け
られた圧力室１２のＸ軸方向における幅は、中央部１０ａ２に対応する位置に設けられた
圧力室１２のＸ軸方向における幅よりも小さい構成となっている。
【００２３】
　なお、後述するフィルム吸着時において、各ポンプやエジェクタ等の吸引装置１４は、
一端部１０ａ１及び他端部１０ａ３に対応する位置に設けられた圧力室１２の負圧を、中
央部１０ａ２に対応する位置に設けられた圧力室１２の負圧よりも大きく（真空度を高く
）するように設定されている。
【００２４】
　フィルムの脱落は端部から生じるため、このように、吸着面１０ａの一端部１０ａ１及
び他端部１０ａ３における吸着力を、中央部１０ａ２の吸着力よりも相対的に大きくする
ことで、吸着の安定性を高めることができる。一方、中央部１０ａ２においては、フィル
ムＡの端の吸着が確実に行われていれば、吸着力を大きくしなくても脱落が生じないため
、吸着力を相対的に小さくすることで、エネルギー効率を向上させることができる。
【００２５】
　続いて、上記構成を有するフィルム吸着装置１の一連の吸着動作について図４を参照し
て説明する。なお、本実施形態のフィルム吸着装置１は、不図示の制御部を備えている。
そして、特に断りが無い限り、当該制御部が、主体者として以下の動作を制御する。
　図４は、本発明の実施形態におけるフィルム吸着装置１の吸着動作を説明するための図
である。
【００２６】
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　フィルムＡは、台２上に載置されている。台２の一方側（－Ｘ側）の側部には、フィル
ムＡを支持する支持面３に沿って除電イオンを吹き付けるブロアタイプのイオナイザー４
が設けられている。イオナイザー４は、例えばコロナ放電等により空気を分解しイオンを
発生させ、フィルムＡと台２との間の静電気を電気的に中和する構成となっている。
【００２７】
　先ず、ハンド装置２０（図４において不図示、図１参照）によって、図４（ａ）に示す
ように、真空チャック１０を幅方向（Ｙ軸方向）に延びる軸周りに傾け、吸着面１０ａの
長さ方向の両端部のうち一方の端部（－Ｘ側の端部、より詳しくは、一端部１０ａ１のう
ち－Ｘ側の圧力室１２に連通する部位）を、フィルムＡの上面に接触させる。
【００２８】
　一端部１０ａ１のうち－Ｘ側の圧力室１２の幅は小さいので、吸着面１０ａが膨出した
形状を有していても当該接触により、フィルムＡの上面と略平行に接触でき、対応する吸
引領域を閉塞し、気密室を形成することができる。この状態で、ポンプやエジェクタ等の
吸引装置１４（図４において不図示、図１参照）を駆動させると、一端部１０ａ１のうち
－Ｘ側の圧力室１２においては、多孔質体１５内部の微細孔の空気を含めた内部空気が吸
引流路１３を介して引かれて負圧となる。
【００２９】
　また、一端部１０ａ１のうち－Ｘ側の圧力室１２の容量は小さいので、最初にフィルム
Ａの上面と接触する吸着面１０ａの－Ｘ側の端部における負圧の立ち上りの速応性を高め
ることができる。したがって、この負圧により、吸着面１０ａの－Ｘ側の端部と接触した
フィルムＡの一部が、速やかに且つリークを生じさせることなく確実に吸着される。
【００３０】
　次に、ハンド装置２０によって、図４（ｂ）に示すように、吸着面１０ａをフィルムＡ
の上面に接触させつつ転がすように真空チャック１０を移動させる。この移動により、吸
着面１０ａのうち一端部１０ａ１及び中央部１０ａ２の半分（より詳しくは、中央部１０
ａ２のうち－Ｘ側の圧力室１２に連通する部位）までが、フィルムＡに順次接触する。そ
して、接触したフィルムＡが、吸着面１０ａに順次吸着される。
【００３１】
　これと同時に、最初に吸着面１０ａの－Ｘ側の端部と接触し吸着されたフィルムＡの一
部は、支持面３に対して反り上がる。したがって、フィルムＡは、台２の支持面３に対し
てその一部を端から順次引き離されることとなる。このように、フィルムＡ全体を一度に
引き離すことなく、その一部を端から順次引き離すことで、二面間に作用する力（大気圧
力、静電気力、分子間力等）の影響を小さくし、大きな力を作用させずにフィルムＡの引
き離しを行うことが可能となる。
【００３２】
　フィルムＡの端を吸着する吸着面１０ａの－Ｘ側の端部は、フィルムＡの引き離し開始
時において、フィルムＡの下面と支持面３との引き寄せ力に打ち勝つための力を必要とす
るため、その吸着力をポンプやエジェクタ等の吸引装置１４の設定により予め中央部１０
ａ２の吸着力よりも相対的に大きくすることで、吸着の安定性を高め、引き離し時のフィ
ルムＡの端の脱落を防止することができる。
【００３３】
　さらに、本実施形態のように、チャックベース１１を電気的に接地し、フィルムＡの台
２から剥がされる部分へ向けてイオナイザー４による除電を行えば、フィルムＡを台２か
ら引き離すときの静電気の発生を抑制することができる。これにより、二面間に作用する
静電気力を除去あるいは低減できるので、フィルムＡの引き離しを行うことがさらに容易
となる。
【００３４】
　そして、ハンド装置２０によって、図４（ｃ）に示すように、吸着面１０ａをフィルム
Ａの上面に接触させつつ転がすように真空チャック１０を移動させる。このように、吸着
面１０ａをフィルムＡの上面に対して、長さ方向の両端部のうち一方の端部（－Ｘ側の端
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部）から他方の端部（＋Ｘ側の端部、より詳しくは、他端部１０ａ３のうち＋Ｘ側の圧力
室１２に連通する部位）まで順次接触させることにより、吸着が終了する。
【００３５】
　吸着面１０ａへのフィルムＡの吸着が終了したら、ハンド装置２０は、真空チャック１
０を上方に持ち上げ、所定の位置に搬送する。
　なお、所定の位置に搬送した後、フィルムＡを置く場合は、上記の反対の動作をすれば
良い。また、フィルムＡが吸着面１０ａから剥がれ難いときは、各圧力室１２を正圧とし
て噴き付けるようにしても良い。
【００３６】
　したがって、上述の本実施形態によれば、フィルムＡの上面を吸着するフィルム吸着装
置１であって、長さ方向に複数の圧力室１２を有すると共に、複数の圧力室１２とそれぞ
れ独立して連通し且つ上記長さ方向の両端部の間において膨出した吸着面１０ａを有する
真空チャック１０と、吸着面１０ａをフィルムＡの上面に対して上記長さ方向の両端部の
うち一方の端部から他方の端部まで順次接触させるハンド装置２０と、を有するという構
成を採用することによって、膨出した吸着面１０ａを有する真空チャック１０を移動させ
て、フィルムＡを順次吸着しながら、フィルムＡを順次引き離すことができる。これによ
り、フィルムＡ全体を一度に引き離すことなく、その一部を端から順次引き離すことがで
きるので、大きな力を作用させずにフィルムＡの引き離しを行うことができる。
　したがって、本実施形態では、フィルムＡの引き離しを容易に行うことができる。
【００３７】
　以上、図面を参照しながら本発明の好適な実施形態について説明したが、本発明は上記
実施形態に限定されるものではない。上述した実施形態において示した各構成部材の諸形
状や組み合わせ等は一例であって、本発明の主旨から逸脱しない範囲において設計要求等
に基づき種々変更可能である。
【００３８】
　例えば、図５に示す別実施形態のように、吸着面１０ａの両端部に対応する位置に設け
られた多孔質体１５の孔部の径を、他の位置に設けられた多孔質体１５の径よりも大きく
する構成としても良い。この構成によれば、径の大きい多孔質体１５では密度が粗となり
、流路抵抗が相対的に小さくなるので吸着面１０ａの両端部における負圧の立ち上りの速
応性をさらに高めることができ、効率的なフィルムＡの引き離しを行うことができる。
【００３９】
　また、例えば、上述した実施形態では、真空チャック１０がその長さ方向において左右
対称の構成を有していたが、フィルムＡの引き剥がし方向を一方に規定すれば、左右対称
の構成でなくても良い。この場合、引き剥がしの際に、最初にフィルムＡの上面と接触す
る吸着面１０ａの両端部のうちの少なくともいずれか一方の端部（例えば図１に示す一端
部１０ａ１のうち－Ｘ側の圧力室１２に連通する部位）に対応する位置に設けられた圧力
室１２の負圧を、他の位置に設けられた圧力室１２の負圧よりも大きくし、また、当該対
応する位置に設けられた圧力室１２の幅及び容積を、他の位置に設けられた圧力室１２の
幅及び容積よりも小さくし、また、当該対応する位置に設けられた多孔質体１５の径を、
他の位置に設けられた多孔質体１５の径よりも大きくする構成を採用することが好ましい
。
【００４０】
　また、例えば、上述した実施形態では、吸着面１０ａの膨出する形状として、曲率が全
面に亘る構成を例示したが、本発明はこの構成に限定されるものではなく、図６（ａ）に
示すように、その両端部のみ曲率を有する構成であっても良いし、図６（ｂ）に示すよう
に、その両端部の曲率と中央部の曲率を変化させる構成であっても、図６（ｃ）に示すよ
うに、その両端部と中央部とを平面にしてその間を曲面で連続的に連ねる構成であっても
良い。
【符号の説明】
【００４１】
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　１…フィルム吸着装置、Ａ…フィルム、１０…真空チャック、１０ａ…吸着面、１２…
圧力室、１５…多孔質体、２０…ハンド装置（移動装置）
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